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策29回IGC(1992)日本開催の準備状況

㌷���敲�����楮��瑩潮瑯癯�慮楳�

慮�散瑯�捥湶楲潮浥�献�����㈴�

㌸����慮琱敧�捨�楳��������孃�

����㈴��

㌹�漱慴��慮摭整���慧�瑩������

���㈴�

40.Marineferro-manganeseresourcesofthePaci一

五｡.[6*,14]

������捨�楣��摧整����������

42.Organicgeochemica1processesinoreminera1i一

穡瑩潮������

43.Environmenta1c1ayエninera1ogyinre1ationto

桵������慣瑩癩瑩��������

44.Contaminanttransport:Mode1且ngandcasestu-

��������㈰��

��潮捥�慮摭整�摯�慰�湧楮慰���

9･…i･….[7,17*,18*｡19*21]

46.Applicationsofarti丘｡ia1inte11igenceingeosci一

㎝ces二[14,15,16,17,18,19,20*,21]

w巡検

諏訪兼位(巡検小委員長･名古屋大学)

KanenoriSUw且

1｡鵬C地質巡検の意義

IGCの地質巡検は,会議に付随する単なる見学旅行

ではたく,会議に欠くことのできない重要た事業であ

る｡このことは地質科学の特質をよく物語っている｡会

議開催国はその国の地質構造や鉱物資源だとの研究に関

して,参加者にでき得る限りの便宜を与えてきた｡地質

巡検は,最少の費用で,有能た案内者のもとに,巡検地

の地質概要がよく理解できるようたガイドブックをつく

って,実行計画をたてて行われてきた｡この良き伝統

は,1992年の第29回IGCでも,さらにより良さものと

Lて継承されたげればならたい｡

一般に地質巡検は,会議の前(A),会議中(B),およ

び会議の後(C)に行われる｡巡検A,Cは1週間たいし

10日間程度の巡検であり,Bは日帰りまたは1泊2日程

度の巡検である｡1989年の第28回IGC(ワシントン)の

経験や日本列島のせまさたどを考慮すると,巡検A,C

は3目問たいし5日間程度が適当であろう｡ただし,本

格的たGeotraYerse巡検として,巡検A,Cのだつか

3つかを,1週間ないし10日間程度の巡検とするのがよ

いだろう｡第28回IGCでは会議中に行われた巡検B

が,参加者の関心を呼んだ｡

2｡従来の会議での巡検実施状況とその教訓

A.地質巡検A,Cの計画数,実施数,および参加

者数

巡検AとCは同一のテｰマ(同一のコｰス)で行われる

場合があるが,必ずしもそうではない｡バスやホテルの

収容人員を考慮して,参加者数は1巡検当り40名程度に

制限されていることカミ多い｡実際の参加者数は,1980年

の第26回IGC(パリ)の頃までは,1巡検当り25名前後

であった｡1989年のワシントンでは,巡検A,Cに申込

みが少たかったり,キャンセルする人カミ出たりして,中

止にたったものがかなりあった｡参加者8名以下のもの

は中止にたったと聞いている｡私自身は申込んだ巡検C

が中止どたり,別の巡検Cに参加したが,参加者は15名

であった｡

従来は,FirstCircu1arの段階で100ないし200の巡検

が計画され,そのたかで希望者の多い巡検が実施され

た｡1980年のパリの場合は,当初226の巡検が計画され

たが,結局45の巡検が実施され,927人が参加した｡巡

検参加老の多かった1972年の第24回IGC(モントリオｰ

ル)では,73の巡検が実施され,1,646人が参加した｡

1989年のワシントンの場合は,FirstCircu1arで,177

の巡検A,Cが提示された｡SecondCircu1arでは119

に減り,ThirdCircu1arでは79に減った｡実施された

ものはさらにそれをかたり下回ったようである｡

1992年の日本の場合,FirstCircu1arであまり沢山の

巡検を提示すると,日本の地質にあまり詳しくたい大多

数の参加者は,どれを選んでよいか迷うことにたり,結

局共倒れにたる可能性が大きい｡このようたことから,

巡検A,Cは合計50くらい,多くても100以下のものを

FirstCir㎝1arに提示するのが妥当であろう｡

たお,過去の例からみると,巡検A,Cの参加者は,

1,000人程度と考えてよいだろう｡しかし,1992年の日

本の場合には,それを下回る可能性も大きい｡
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B.地質巡検の範囲,日数および費用

地質巡検の行われる地域の範囲は一般に広い｡1976年

の第25回IGC(シドニｰ)の場合は,オｰストラリアだ

けでたく,パプア･ニュｰギニアとニュｰジｰランドで

も巡検が行われた｡1980年のパリの場合は,西ヨｰロッ

パ全域にわたって巡検が行われた｡1989年のワシントン

の場合は,アメリカ1国で広い範囲をカバｰしたが,南

米･南極の問のスコシア弧の巡検(3週間)も特別に計

画された｡参加費は10目問で15万円程度であり,1,O00

km以上のバス旅行をすることが多い｡航空機を使用し

ての移動･調査を含む巡検では,参加費はさらに高くだ

る｡

1989年のワシントンの経験たどからみると,高いとい

わずに参加してもらえるのは,US$500でありUS$700

が限界である｡日本は物価が高いとすべての外国人は心

配している｡冒頭にも述べたように,1992年の日本の巡

検A,Cの大多数は3目問ないし5日間が適当であろ

う｡ガイド付き観光バスは使わず運転手だけのバスとす

る｡国際観光旅館は使わず,ビジネスホテルか民宿を使

う｡このようなスタイルの巡検にして経費を節減した方

がよい｡

また,1992年の日本の場合の地質巡検の地域の範囲で

あるが,1996年の第30回IGCが多分中国で開かれるこ

とを考慮して,現在のところ,日本列島全域の他に,韓

国やフィリピンを含めるのがよいと考えている｡

C.地質巡検の内容･テｰマ

巡検のテｰマは,開催国および周辺の地質の特徴によ

って規制されるほか,開催時点における地球科学の中心

的課題に考慮が払われている｡1980年のパリの場合,分

野別では鉱床学(35%),テクトニクス･構造地質(22%),

岩石学(18%),層位学･その他(18%),地質工学(7%)

であった｡

孤.巡検計画実施機関

地質巡検は,IGC主催国の国内委員会が責任をもって

組織する｡周辺諸国でも巡検が行われる場合には,周辺

諸国の国内委員会も組織者として協力参加していること

が多い｡

3.鵬C(1992)の地質巡検

IGC(1992)巡検小委員会は,1985年10月名古屋大学

において第1回委員会を開き,組織の大枠を決め発足し

た｡現在までに巡検小委員会Newsを15回発行し,巡

検の具体案について情報を交換している｡ことに1989年

度からは文部省科学研究費補助金･総合研究Aの支援の

下に,小委員会の活動は活発化してきた｡そして1989年

1989年12月号

6月末頃までに,各委員が提案したものを,名古屋大学

の足立守･鈴木和博･小澤智生の3委員(幹事)が7

月から8月にかけて克明に集約した｡それに基いて,巡

検小委員会を9月に名古屋大学において開き,具体案に

ついて検討を重ねた｡

巡検小委員会の構成は次のとおりである｡委員会は地

域別ワｰキンググルｰプとテｰマ別ワｰキンググルｰプ

の2本立であり,縦糸と横糸の関係にあ乱

巡検小委員長諏訪兼位(名大)

(1)地域別ワｰキンググルｰプ

北海道地方

東北地方

関東地方

中部地方

近畿地方

中国地方

四国地方

九州地方

琉球地方

加藤誠(北大)

斎藤常正(山形大)

斎藤靖二(科博)

水谷伸治郎(名大)

足立

井本

沖村

鈴木

柳

氏家

(2)テｰマ別ワｰキンググルｰプ

火山

鉱床

Suturezoneと変成帯

目本列島(島弧)

応用地質(地下水)

地質工学･自然災害

燃料地質(石炭)

燃料地質(石油)

宇井

島崎

小松

鈴木

斎藤

加藤

小澤

籾倉

小島

守(名大)幹事

伸広(宗教大)

雄二(広大)

先土(高知大)

曄(九大)

宏(琉大)

忠英(神戸大)

英彦(東大)

正幸(愛媛大)

和博(名大)幹事

靖二(科博)

磧一(地調)幹事

智生(名大)幹事

党幹(農林省)

圭二(東大)

相原安津夫(九大)

片平忠実(石油資源)

なお,9月上旬名古屋大学において開かれた巡検小委

員会には,上記巡検小委員の諸氏に加えて,IGC(1992)

プログラム委員会から久城育夫委員長(東大),坂野昇平

委員(京大),吉田鎮男幹事(東大)の3氏が参加され,

また地質調査所から,遠藤祐二･奥田義久･徳橋秀一の

3氏が参加され,さらに坂本亨(名大)･佐野弘好(九大)

･立石雅昭(新大)の3氏も参加された｡

現在,それぞれの巡検小委員諸氏は,11月15目締切

で,FirstCircu1arに提示すべく,巡検コｰスについて

英文で執筆中である｡�
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今後の予定を図示すると次のようにたる｡

1989年11月末目

1990年3月

1990年後半

1991年

巡検コｰスの具体案(テｰマ,コ

ｰス,案内者,日数,費用等)を

50～100コｰス決定する｡

FirstCircu1arに提示L,アンケ

ｰトをとる｡

巡検コｰスを30～70コｰスにしぼ

り込み,これをSecondCircu1ar

(1991)に提示する｡

1巡検･･i･･･…の作成

1992年8月'9月11･･(巡検･,･,･)

なお,これまで会議中に行われるB巡検については,

何もふれたかった｡B巡検については,近畿地方担当の

井本委員や京都大学の関係者によって,検討が続けられ

ており,現在,10数ケの具体的たコｰスが候補にあがっ

ている｡

4.亙GC(1992)の地質巡検に関するメモ

これまでの記述にはふれられていないが留意すべき諸

点があるので,以下に列記したい｡

(1)スケジュｰルについて:分刻みの予定にしぼられ

た日本式巡検はすこぶる評判が悪い｡参加老が満足する

のは露頭での十分な討論である｡その場で様子をみて予

定地点をカットしたり,コｰスを変更したりという自由

た対応が必要である｡スケジュｰルどおりに,きちんと

行われている,という外国人の感想は決して覚めている

のではたい｡(宇井委員)

(2)日本式会食について:大広間に座っての宴会は一

度は珍しくとも二度目からは拷問以外の何物でもない｡

巡検では宴会をやるよりは,夕食後自由参加の形でピｰ

ルでも飲みながら,見学地域の地質解説をするスライド

ツヨウや昼間の討論の続きをやるのが歓迎される｡(宇

井委員)

(3〕試料発送について:英語のろくに通じない異国

で,海外の参加者カミ最も困るのが,試料の発送である｡

郵便小包の発送材料(Boxや包装用品)を準備し,発送を

代行するサｰビスができると歓迎される｡(宇井委員･諏

訪)

(4)ガイドブックについて:地質記載論文のようなガ

イドブックは役に立たない｡必要た情報は,a)日本列

島のどこにあるか,その地理的位置をわかりやすく示す

こと,b)日本列島全体の地史のどこにあたるかを解説

すること,c)簡略化した地質図,d)コｰス地図とル

ｰトマップ,e)ある露頭で何が見られるのかという簡

単た解説文と写真かスケッチ,f)上記a･b以外で巡

検全体の背景がわかる解説文,g)参考文献リストたど

である｡(水谷委員･宇井委員･足立幹事)

(5)案内者について:説明がうまく通じなければ,巡

検の目的は達せられないのだから,英会話能力の実績を

重視して人選すべきである｡(宇井委員)

(6)スｰツケｰスについて:日本のバスは床下に荷物

がはいらたいのが多い｡目中の巡検には不要の荷物を次

の宿に送ってあげるサｰビスができると便利である｡

(宇井委員)

(7)巡検参加者リストについて:参加者は世界各国か

ら集まるので,巡検開始時に参加者のリスト(姓名･所

属)を配布するのがよい｡お互いの交流に大変役立つ｡

(諏訪)

(8)ハンマｰについて:貸出用ハンマｰを準備Lてお

くと喜ばれる｡(諏訪)

(9)A巡検について:1992年のIGCは8月24目一9

月3日の問京都で開かれる｡5日間のA巡検の場合,8

月19目～23目に実施することにたる｡お盆直後の夏休み

と重なり,宿舎の確保･交通の便などに障害が予想され

るので,A巡検が円滑に行えるよう十分な配慮が必要で

ある｡(足立幹事)
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